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1. 各種政策の評価ツールの開発

田中伸治研究室では、道路交通における渋滞・環境などの諸問題の解決や、より高度な道路交通の実現のために、基礎的な理論から観
測データに基づく純粋な交通工学的分析、シミュレーションを用いたケーススタディ分析など、交通工学をいろいろな角度から様々な手法で
研究している。

2. 持続可能な都市環境のための交通マネジメント

3. 良質な交通環境のための研究開発・データ整備

時間的に動的な現象である交通渋滞などを忠実に再現できるツールとして、交通シミュレーションを開発している。

“AVENUE”、”SOUND”の実用化 歩行者挙動モデルの開発 環境評価ツールの開発

２つのモデルの活用により、局所的、
広域的な交通シミュレーションが可能。

交通シミュレーションモデルと、
CO２,NOX排出モデルや道路騒音モデルと
の統合化による環境評価ツールを開発。
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道路空間の有効活用 交通需要の時空間分散 信号制御

データ融合手法の開発

交通の流れを効率的・安全にマネジメントするための各種交通管理手法に関する研究を行っている。

国際交通データベース道路設計論の提案

性能照査型道路計画設計への移行
に向けた設計論の提案。

性能照査型設計の概念

ITSセンシング技術を活用した制御アル

ゴリズムの提案とその実証実験や損失
時間評価など。
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利用者の自発的な協力により需要の時
空間分散を促すモビリティ・マネジメント
の提案・効果の検討。

非混雑時混雑時

道路を社会的効用の高い空間として運
用することを目指し、安全性、円滑性の
観点から検討。

道路のサービスレベルの向上を目指し、道路設計手法や旅行時間の予測手法に関する研究を行っている。

プローブデータ、車両通過時刻データ、及び信
号制御データを融合して、通過する全ての車
両の軌跡を推定する手法を検討。

与えられる道路幾何構造・交
通等の条件において実現する
と予想される交通性能（例 え

ば速度）が、道路の目的・機能
別に定められた性能目標値を
満足するか照査して設計に反
映する設計概念

歩行者の挙動を分析するためのミク
ロシミュレーション及び経路選択モデ
ルの構築。

世界各地の交通データをより効率的に利
用するためのデータベースの構築。
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